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既存建物の非骨組多質点系外壁 

及び福岡西方沖地震 
 

王建華 1・ 
 

1正会員 工修 （有）堅麗建築土木設計（〒811-1213 福岡県筑紫郡那珂川町二丁目2-17） 

 

 

 阪神大震災における建築石張り被災状況調査報告書5）によると建物における石張り外壁は従来の湿式構

法による被災状況は乾式構法に比べて大きな被害を受けている。しかし，乾式石張り構法に関する指針に

定められた適応範囲は鉄骨建物を含んでいないため，既存鉄骨造建物の乾式石張り外壁の剥落が懸念され

る． 
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１１１１．．．．はじめはじめはじめはじめ 

 

 著者らは福岡市内にある既存の五階建ての鉄骨造

某ビルは乾式石張り構法による外壁の石材（1200×

600×25 ライムストーン）の剥落の恐れがあるか

どうかの相談を受けて，その外壁系統は建物の骨組

に追従する性能及び石材のせん断破壊強度などを調

査，計測を行ったこと及びその後平成17年3月20日

の震度5強の福岡西方沖地震を受けた後のことにつ

いて，報告する． 

 

 

２２２２．．．．建物建物建物建物のののの竣工現状調竣工現状調竣工現状調竣工現状調べべべべ 

 

依頼された建物は鉄骨造の五階建てです． 

（図図図図----1111に示す） 

外壁の耐震性能は建物の竣工の状況、構造の耐

震強度、用途、石張り工法、位置関係などに関わ

っているため、設計図書，施工図面及び施工時の

変更点など資料を基に，採用されたライムストー

ン及びそれを支持する系統と骨組の位置関係など，

そして材質データなどの調査と確認を行った． 

 

(1)(1)(1)(1)既存建物既存建物既存建物既存建物のののの耐震強度耐震強度耐震強度耐震強度のののの確認確認確認確認 

 元設計図書によるとこの高さ17.9mの5階建鉄骨

造建物の1階から5階までの耐震強度は1.42から

2.06である．建築基準法による要求水準の震度5

強に対しては，基準値超えていることがわかった． 

（図－2） 

 

 

図図図図----1111    南面骨組構造図 
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     図図図図----2222 建物の耐震強度                      
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((((2222))))     施工竣工施工竣工施工竣工施工竣工のののの状況状況状況状況 

 

 施工時に応じた変更などは設計施工図書などの資

料を入手すること以外建物の基礎及び骨組に関わる

分材に関する変更の有無の確認した．耐震強度など

を影響する可能性はなかった． 

 

(3)(3)(3)(3)    石材及石材及石材及石材及びびびび支持系統支持系統支持系統支持系統 

 

外壁石材の支持系統、建築の位置関係である節点

の詳細 現場での確認を行った． 

 

(4)(4)(4)(4)．．．． 竣工竣工竣工竣工からからからから計測依頼計測依頼計測依頼計測依頼されるまでのされるまでのされるまでのされるまでの間間間間にににに受受受受けたけたけたけた自自自自

然力然力然力然力などについてなどについてなどについてなどについて 

 

約二年ほど間に台風及び地震の繰返し状況を調べ

た。 

 

３３３３．．．． 構造計算構造計算構造計算構造計算 

 

a) 三次元構造計算モデル 

                                               

 

     図図図図‐‐‐‐3333 多質点系３Ｄ構造計算モデル 

 

b) 検討事項 

 

慣性力 ○ △ ― ○ ―

層間変位 ― ― ― ○ ○

風圧 ○ ○ ― ○ ―

自重 ○ ○ ― ○ ―

ただし， ○　は検討必要項目 ―　は検討対象外

地震力

検討事項
石材 取付金物

取付穴部
耐力

曲げ
耐力

目地幅
耐力・　剛
性

変形

 

     表表表表－－－－1111 検討項目 

４４４４．．．．試験試験試験試験    

 

5)乾式構法では，取付け金物が用いられるもの

が多いが，建築躯体の挙動が金物を介して石材に

伝わるため，金物まわりに応力集中し，その周辺

のみ一部破損している例が見られたという報告に

よる金物の強度が石材の落下するかに関わってい

ることで，金物及び石材の金物穴部の強度につい

て試験を行う必要となった． 

試験に供するモデルは石材：250×250×25mm 

 

５５５５．．．．結果結果結果結果 

 

震度5以上の場合に石材が地震慣性力による変位

量は0.0mmである．この時に，石材を固定する取付

金物及び石材にある金物を定着する穴部に与えた慣

性力は424.8Nである．この値は試験結果の破壊値よ

り小さかったことが分かった． 

  

６６６６．．．．福岡西方沖地震福岡西方沖地震福岡西方沖地震福岡西方沖地震 

 

物件の検討終え1年後の平成17年2月20日に震度5

強の福岡西方沖地震を受け，1200×600×25の石材

の剥落は見られなかったが，立面のスパン両端の石

材以外は建替えられ，また４、５階中央部分の斜面

壁は雨漏れで防水の為に湿式工法のタイルに貼り替

えられた 
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